
小椋 正清　東近江市長

近
江
鉄
道
は
湖
東
地
域
の
動
脈
・
命
で
あ

り
、
地
域
存
続
に
必
要
不
可
欠

蔭
山 

副
会
長
：
今
日
は
お
忙
し
い
中
、
時
間

を
割
い
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
１
市
６
町
が
合
併
し
、
東

近
江
市
と
な
っ
て
15
年
に
な
り
ま
す
が
、

合
併
市
町
の
う
ち
旧
八
日
市
市
の
「
八

日
市
」
の
名
の
由
来
に
つ
い
て
県
人
会

の
皆
様
に
教
え
て
く
だ
さ
い
。

小
椋 
市
長
：
こ
の
地
域
は
昔
か
ら
「
市
場
の

町
」
と
し
て
栄
え
て
い
ま
し
た
。
聖
徳

太
子
の
時
代
か
ら
毎
月
「
八
」
の
付
く

日
に
「
市
」
が
開
か
れ
て
い
た
と
言
わ

れ
て
い
る
の
が
「
八
日
市
」
の
由
来
で

す
。

蔭
山 

副
会
長
：
次
に
、
最
近
話
題
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
東
近
江
市
と
し
て
重
要
な

イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
「
近
江
鉄
道
」
に
つ

い
て
お
伺
い
し
ま
す
。
あ
る
番
組
で
先

日
、
銚
子
鉄
道
の
窮
状
が
放
送
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
ど
こ
も
工
夫
に
次
ぐ
工

夫
を
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
し

た
。

　
　

 

近
江
鉄
道
は
彦
根
・
近
江
八
幡
・
甲

賀
・
東
近
江
・
米
原
の
５
市
と
日
野
・

愛
荘
・
豊
郷
・
甲
良
・
多
賀
の
５
町
を

走
り
、
営
業
距
離
は
約
60
㎞
で
す
。
3

月
の
「
近
江
鉄
道
沿
線
地
域
公
共
交
通

再
生
協
議
会
」（
法
定
協
議
会
）
で
、
近

江
鉄
道
全
線
の
存
続
を
合
意
し
ま
し
た

が
、
そ
の
理
由
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の

は
何
で
す
か
。

小
椋
市
長
：
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
と
鉄

道
を
存
続
し
た
場
合
と
廃
止
し
た
場
合
の

コ
ス
ト
を
比
較
し
た
結
果
が
主
な
理
由
で

す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
沿
線
住
民
、
事

業
所
、
高
校
、
大
学
、
近
江
鉄
道
利
用
者
を

対
象
に
実
施
し
、
そ
の
結
果
、
週
1
日
以
上

の
利
用
者
は
10
代
が
多
く
、
市
町
別
で
は
東

近
江
市
、
愛
荘
町
、
多
賀
町
、
日
野
町
の
順

で
し
た
。
通
学
で
利
用
す
る
高
校
生
の
う
ち

「
近
江
鉄
道
が
使
え
な
く
な
る
と
通
学
で
き

な
く
な
る
」
の
回
答
が
31
・
7
％
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
沿
線
の
事
業
所
で
は
通
勤
手
段

の
28
・
3
％
が
「
近
江
鉄
道
」、
通
勤
で
自

動
車
が
使
え
な
い
場
合
は
53
・
7
％
が
「
近

江
鉄
道
」
に
転
換
す
る
と
回
答
が
あ
り
ま
し

た
。

　
　

コ
ス
ト
比
較
で
は
、
鉄
道
を
廃
止
し
代
替
手

段
を
講
じ
る
と
、
路
線
バ
ス
の
整
備
や
道
路

渋
滞
対
策
な
ど
で
年
間
19
億
円
以
上
が
必
要

で
、
一
方
存
続
の
場
合
は
赤
字
補
填
分
と
自

治
体
の
財
政
支
出
を
含
め
て
年
間
6
・
7
億

円
と
鉄
道
存
続
の
方
が
効
果
的
と
い
う
分
析

結
果
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

近
江
鉄
道
は
東
近
江
市
の
生
命
線

小
椋
市
長
：
近
江
鉄
道
の
全
33
駅
の
う
ち
、
13
駅

が
東
近
江
市
に
あ
り
、
中
で
も
「
八
日
市

駅
」
は
鉄
道
や
バ
ス
な
ど
の
交
通
の
結
節
点

と
な
っ
て
い
ま
す
。
八
日
市
は
、
八
風
街
道

と
御
代
参
街
道
が
通
り
中
世
か
ら
近
世
に
か

け
て
交
通
の
要
衝
で
あ
り
宿
場
町
と
し
て
発

展
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
八
日
市
駅
を

中
心
と
し
た
商
業
都
市
と
し
て
栄
え
て
き
ま

し
た
。
東
近
江
市
に
と
っ
て
近
江
鉄
道
は
生

命
線
で
あ
り
、
現
在
は
、
八
日
市
駅
前
の
中

心
市
街
地
の
活
性
化
事
業
に
取
り
組
み
、
ホ

テ
ル
の
開
業
や
新
規
店
舗
の
誘
致
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

蔭
山
副
会
長
：
八
日
市
駅
前
。ホ
テ
ル
が
来
た
り
、

新
し
く
古
民
家
を
再
生
し
た
り
、
ず
い
ぶ
ん

変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

小
椋
市
長
：
補
助
金
の
枠
組
み
の
中
で
、
国
の
支

援
が
必
要
で
し
た
が
、
そ
の
次
は
民
間
の
投

資
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
今
は
近
江
鉄
道
を

生
命
線
と
し
て
、
路
線
バ
ス
を
は
じ
め
と
す

る
二
次
交
通
の
整
備
も
必
要
で
す
。
我
々
も

年
を
取
る
と
マ
イ
カ
ー
を
運
転
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
自
分
の
足
で
病
院
に
行
っ
た
り
、

買
い
物
や
友
人
の
と
こ
ろ
に
行
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
地
域
の
公
共
交
通
は

さ
ら
に
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。「
ち
ょ
こ

っ
と
バ
ス
」
は
本
市
独
自
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
で
す
。
私
の
家
は
、
近
く
の
バ
ス
停
か

ら
４
㎞
を
歩
く
し
か
な
か
っ
た
の
で
す
。
こ

う
い
っ
た
と
こ
ろ
を
無
く
す
た
め
に
も
、
絶

対
に
日
常
生
活
に
密
着
し
た
公
共
交
通
は
確

保
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

蔭
山
副
会
長
：
今
後
、
法
定
協
議
会
と
し
て
は
ど

う
対
応
し
て
い
か
れ
ま
す
か
。

東近江市長

小椋 正清
対談日：令和２年７月14日
場　所：東近江市役所貴賓室

「茜さす　紫野行き　標野行き　野守は見ずや　君が袖ふる」
（額田王、大海人皇子＝天武天皇への相聞歌、668年、蒲生野にて） 東

近
江
市
の
現
状
と
取
組

全国滋賀県人会連合会会長

上野 幸夫
全国滋賀県人会連合会副会長

蔭山 孝夫
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蔭山 孝夫　全滋連副会長

小
椋
市
長
：「
地
域
公
共
交
通
活
性
化
再
生
法
」

（
平
成
19
年
施
行
）
に
基
づ
き
、
令
和
元
年

11
月
に
「
近
江
鉄
道
沿
線
地
域
公
共
交
通
再

生
協
議
会
」
と
い
う
名
称
で
法
定
協
議
会
が

発
足
し
ま
し
た
。
公
共
交
通
網
と
ま
ち
づ
く

り
に
関
す
る
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
「
地

域
公
共
交
通
計
画
」
を
令
和
3
年
度
中
に

策
定
し
て
い
く
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま

す
。
法
定
協
議
会
は
県
や
沿
線
自
治
体
、
近

江
鉄
道
や
利
用
者
、
学
識
経
験
者
な
ど
で
構

成
し
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
な
る
同
計
画
を

策
定
後
、
鉄
道
事
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て
具

体
的
に
ま
と
め
た
「
鉄
道
事
業
再
構
築
実
施

計
画
」
を
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
、
認
定

を
受
け
れ
ば
、
財
政
支
援
や
法
律
の
特
例
措

置
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
用
意
さ
れ
て
い
ま

す
。

近
江
鉄
道
の
赤
字
を
な
く
す
方
策
を
考
え
る

小
椋
市
長
：
し
か
し
、
法
定
協
議
会
の
次
に
ど
う

す
る
か
。
上
下
分
離
方
式
と
か
第
三
セ
ク
タ

ー
方
式
と
か
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
い
く
前

に
、
沿
線
の
市
町
が
一
致
団
結
し
て
乗
客
を

増
や
し
、
赤
字
を
少
し
で
も
解
消
で
き
る
よ

う
な
工
夫
を
し
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
こ
の
エ
リ
ア
の
住
民
で
大

阪
・
京
都
に
通
勤
す
る
人
の
ほ
と
ん
ど
が
最

寄
り
の
Ｊ
Ｒ
の
駅
ま
で
車
で
行
き
ま
す
。
し

か
し
、
本
音
は
近
江
鉄
道
を
使
っ
て
通
勤
し

た
い
。
と
こ
ろ
が
、
県
庁
で
あ
れ
ば
、
最
終

電
車
に
乗
る
に
は
Ｊ
Ｒ
大
津
駅
を
10
時
半
頃

ま
で
に
出
発
し
な
い
と
近
江
鉄
道
の
最
終
の

接
続
に
間
に
合
い
ま
せ
ん
。利
便
性
が
悪
く
、

さ
ら
に
運
賃
が
高
い
こ
と
か
ら
、
乗
客
が
少

な
く
な
り
、
さ
ら
に
運
賃
を
上
げ
ざ
る
を
得

な
い
と
い
う
悪
循
環
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
近
江
鉄
道
に
対
し
て
は
、
沿
線
自

治
体
も
様
々
な
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
例
え

ば
、
八
日
市
駅
の
自
転
車
駐
輪
場
や
公
衆
ト

イ
レ
も
本
市
が
設
置
し
、管
理
し
て
い
ま
す
。

桜
川
駅
の
ト
イ
レ
も
昨
年
一
千
二
百
万
円
か

け
て
改
修
を
し
ま
し
た
。
太
郎
坊
宮
前
駅
も

周
辺
整
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
現

在
は
、
乗
客
が
戻
る
よ
う
に
色
々
と
対
策
を

講
じ
て
お
り
、
赤
字
の
縮
小
に
向
け
努
力
を

し
て
い
ま
す
。
法
定
協
議
会
が
成
立
し
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
維
持
存
続
に
向
け
た
議
論
や

支
援
に
国
が
関
わ
っ
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

上
野
会
長
：
貴
生
川
駅
か
ら
近
江
鉄
道
で
愛
知
川

駅
ま
で
乗
り
ま
し
た
が
、良
い
コ
ー
ス
で
す
。

小
椋
市
長
：
そ
の
意
味
で
言
う
と
沿
線
住
民
の
ニ

ー
ズ
が
十
分
に
把
握
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
例
え
ば
、
東
近
江
市
に
あ
る
び
わ
こ
学

院
大
学
の
学
生
は
、
近
く
に
近
江
鉄
道
の
駅

が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
Ｊ
Ｒ
近
江
八
幡
駅

か
ら
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で
通
学
し
て
い
ま
す
。

近
江
鉄
道
の
近
江
八
幡
駅
か
ら
び
わ
こ
学
院

近江鉄道は湖東地域の活性化の要・命
―聖徳太子のまち・東近江市

鼎談
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国登録有形文化財の愛知川橋梁 道の駅　あいとうマーガレットステーション

近江鉄道キャラクターが描かれた駅名

多賀大社

近江ビア電

大
学
行
き
の
便
利
な
ダ
イ
ヤ
を
作
れ
ば
、
ほ

と
ん
ど
の
学
生
は
利
用
す
る
と
考
え
ま
す
。

八
日
市
駅
で
の
乗
り
換
え
の
時
間
が
あ
れ

ば
、
駅
周
辺
で
遊
ん
だ
り
、
食
事
を
し
た
り

し
て
く
れ
ま
す
。
ま
ち
の
活
性
化
に
つ
な
が

り
ま
す
。
近
江
鉄
道
に
は
、
ダ
イ
ヤ
の
再
編

成
を
し
て
も
ら
い
た
い
が
、
様
々
な
調
整
や

課
題
の
解
決
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

蔭
山
副
会
長
：
東
近
江
市
に
と
っ
て
の
、
今
後
の

打
開
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
方
策
は
。

小
椋
市
長
：
今
後
の
打
開
策
と
し
て
、
重
点
を
置

い
て
い
る
の
は
観
光
政
策
で
す
。
山
の
幸
か

ら
湖
の
幸
ま
で
、
近
江
牛
か
ら
ホ
ン
モ
ロ
コ

ま
で
多
様
性
が
あ
る
の
が
強
み
で
す
。
大
中

地
区
の
近
江
牛
は
、
神
戸
牛
や
松
阪
牛
も
参

加
す
る
共
進
会
で
毎
年
の
よ
う
に
グ
ラ
ン
プ

リ
を
取
っ
て
い
ま
す
。
地
元
の
人
も
近
江
牛

と
い
え
ば
、
竜
王
町
や
近
江
八
幡
市
と
思
い

が
ち
で
す
が
、
東
近
江
市
は
近
江
牛
の
本
場

で
す
。
ま
た
、た
く
さ
ん
の
名
産
品
が
あ
り
、

地
酒
も
お
い
し
い
。
こ
れ
は
お
米
や
水
が
お

い
し
い
か
ら
で
す
。

蔭
山
副
会
長
：
こ
れ
ら
を
「
東
近
江
市
ブ
ラ
ン

ド
」
で
売
れ
な
い
も
の
で
す
か
。

小
椋
市
長
：
東
近
江
市
産
に
は
「
こ
だ
わ
り
」
が

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
永
源
寺
地
区
の
お
米

は
お
い
し
く
、
米
作
り
に
適
し
て
い
て
、
鈴

鹿
の
水
が
良
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
「
自

分
に
誇
り
」
を
持
っ
て
い
ま
す
。

東
近
江
市
は
千
年
の
歴
史
あ
る
街
並
み
の

集
合
体

小
椋
市
長
：
国
土
交
通
省
は
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、
東
近
江
市
で
は
、

都
市
機
能
を
集
中
す
る
の
で
は
な
く
、
旧
市

「近江鉄道」利用促進プラン
（１）利用しやすいダイヤ改正。
（２） 「1デイスマイルチケット」（900円、子供450円）（金、土、日、

祝日のみ）の販売促進など、料金の工夫。
（３） 定期券の活用（事業所・大学・高校など）を積極的に呼びか

けること。
（４） 近江鉄道はのどかな風景や歴史ある駅舎が知られています。

走行音から「ガチャコン」列車として親しまれています。こ
の沿線風景やロマンあふれる駅舎を活かす方法。新八日市駅
舎（1922・大正11年）（威風堂々の外観）、日野駅（2017・
平成29年リニューアル）、水口駅（1900・明治33年）、鳥居
本駅（1931・昭和6年）（登録有形文化財・洋風駅舎）。桜川
駅（1900年）、愛知川橋梁（1898・明治31年）（登録有形文
化財）。

（５） 沿線の名所などの活用。映画村（鳥居本駅）、彦根城（彦根駅）、
多賀大社（大社前駅、祭神は天照大神の親神）、太郎坊宮（阿賀
神社）（太郎坊宮前駅、祭神は天照大神の第一皇子）、ラ コリー
ナ（近江八幡駅）、ダリア園、ブルーメの丘（日野駅）、水口城跡
（水口城南駅）、万葉の森・船岡山・相聞歌碑（市辺駅）。

（６） 催し電車の運行。近江ビア電、ワイン電車、地酒電車。また
七夕飾り、クリスマス飾り。

（７） 沿線を「四季の花」で飾ったり、イルミネーションで沿線の
彩り演出など。

（８） 沿線みやげの創作。
（９） 地域商店街との連携など公共交通を軸とした「まちづくり」

の推進。
（10） SNSなど情報ツールの活用。予約から催事など様々な情報の

発信。
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国登録有形文化財の鳥居本駅 新八日市駅舎

町
の
分
散
し
た
機
能
を
残
し
つ
つ
、
機
動
性

の
あ
る
交
通
イ
ン
フ
ラ
確
保
の
向
上
と
し
て

公
共
交
通
を
強
化
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

特
性
を
生
か
し
、
地
域
を
繋
い
で
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
東
近
江

市
は
合
併
後
15
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
八
日

市
を
は
じ
め
と
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
多

様
性
を
残
し
た
ま
ま
地
域
を
磨
き
上
げ
、
鈴

鹿
山
脈
か
ら
琵
琶
湖
ま
で
、
森
、
里
、
川
、

湖
と
い
う
自
然
の
豊
か
さ
を
土
台
に
そ
の
上

に
千
年
以
上
の
歴
史
が
あ
る
ま
ち
と
し
て
、

他
市
町
と
比
べ
て
非
常
に
優
位
性
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

東
近
江
市
は
中
部
圏
と
近
畿
圏
の
結
節
点

小
椋
市
長
：
ま
た
、
鈴
鹿
山
脈
を
越
え
れ
ば
中
部

圏
で
あ
り
、
近
畿
圏
と
の
結
接
点
と
い
う
こ

と
で
も
優
位
性
が
あ
り
ま
す
。
も
と
も
と

「
近
江
を
制
す
る
者
は
天
下
を
制
す
」
と
言

わ
れ
る
よ
う
に
、
た
い
へ
ん
重
要
な
位
置
づ

け
で
あ
り
ま
し
た
。
今
も
東
京
を
中
心
と
し

た
幹
線
網
が
通
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
幹
線

網
を
活
用
で
き
て
い
な
い
の
が
現
状
で
、
近

江
鉄
道
も
含
め
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
非
常
に

遅
れ
て
い
る
と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。
道
路

に
つ
い
て
は
、
国
の
主
要
幹
線
道
路
で
あ
る

国
道
8
号
も
四
車
線
化
を
ず
っ
と
前
に
し
て

お
く
べ
き
で
あ
っ
た
と
考
え
ま
す
が
、現
在
、

彦
根
市
か
ら
東
近
江
市
ま
で
の
バ
イ
パ
ス
ル

ー
ト
の
検
討
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
近

江
八
幡
市
、
竜
王
町
、
野
洲
市
ま
で
引
き
続

き
繋
い
で
い
く
予
定
で
、
早
期
の
実
現
に
向

け
て
国
に
強
く
要
望
を
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
東
近
江
市
か
ら
名
阪
国
道
ま
で
南
北
を
繋

ぐ
名
神
名
阪
連
絡
道
路
の
整
備
計
画
の
具
体

化
に
向
け
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

東
近
江
市
に
新
幹
線
駅―

滋
賀
県
も
栄
え
る

小
椋
市
長
：
新
幹
線
の
米
原
駅
か
ら
京
都
駅
間

は
約
68
㎞
あ
り
、
東
海
道
・
山
陽
新
幹
線

の
中
で
最
も
長
い
駅
間
距
離
で
す
。
東
近
江

市
の
最
寄
り
の
米
原
駅
で
は
、
東
京
駅
行
き

の
「
ひ
か
り
」
は
1
時
間
に
1
本
し
か
な
く

利
便
性
が
悪
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
区
間
内
に

あ
る
東
近
江
市
に
新
幹
線
の
駅
が
作
れ
な
い

か
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
実
現
に
向
け
て
、

全
国
の
県
人
会
に
呼
び
か
け
て
い
た
だ
き
た

い
。
東
近
江
市
や
そ
の
周
辺
、
特
に
五
個
荘

地
区
の
辺
り
に
新
幹
線
の
駅
が
で
き
れ
ば
、

近
江
鉄
道
の
さ
ら
な
る
利
活
用
が
可
能
と
な

り
、
そ
こ
に
ま
ち
が
で
き
ま
す
。
新
幹
線
の

駅
は
近
江
八
幡
市
や
野
洲
市
で
も
構
い
ま
せ

ん
。
滋
賀
県
の
発
展
の
た
め
に
は
ど
う
し
て

も
新
幹
線
の
駅
が
必
要
と
考
え
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
「
政
治
力
」
も
必
要
で
す
。

第
一
次
産
業
は
「
国
家
の
礎
」

ー
食
料
安
全
保
障
の
必
要
性

小
椋
市
長
：
今
は
農
業
や
漁
業
を
第
一
次
産
業
と

し
て
生
計
が
成
り
立
つ
産
業
に
育
て
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
日
本
の
食
糧
自
給
率
は
カ

ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
で
37
％
で
あ
り
、
世
界
か
ら

の
流
通
が
途
絶
え
た
ら
日
本
は
た
い
へ
ん
な

こ
と
に
な
り
、
第
一
次
産
業
政
策
が
弱
い
と

国
家
と
し
て
脆
弱
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
は
、
米
の
生
産
の
1
割
を
野
菜
に
転
換

し
、
そ
れ
で
生
計
が
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
後

の
世
界
を
見
据
え
て
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま

近江鉄道 上下分離方式
　明治29（1896）年に近江商人ら地元有志により設
立、2年後に営業を開始したという歴史ある私鉄です。
現在は西武ＨＤの傘下にあります。
　2018年度の輸送人員は483万人で、ピーク時（51
年前）の4割に落ち込んでいます。営業維持に必要な
駅間輸送人員は1日当たり2千人が目安とされていま
すが、この目安を上回るのは八日市―近江八幡間と彦
根―高宮間で、距離で全路線の2割に留まります。年
間5億円近い赤字がかさみ、累積赤字は過去20年間で
35億円以上に達しています。

　赤字経営や廃線の危機にある地方鉄道で最近導入
されている手法の一つで、鉄道事業者が所有する線
路や電線、車両の設備の所有を切り離して自治体等
が保有し、事業者は運行に専念するというものです。
　近江鉄道全線を上下分離方式に移行した場合、県
と10市町の実質負担額は10年間で30～42億円と試
算されています。
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轆轤

全国に広がる木地師文化

道の駅　奥永源寺渓流の里

せ
ん
。
農
家
に
は
生
産
に
集
中
し
て
も
ら
う

た
め
そ
の
安
定
し
た
販
路
を
開
拓
す
る
役
割

を
担
う
会
社
「
㈱
東
近
江
あ
ぐ
り
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
」
を
市
と
市
内
４
つ
の
農
協
で
設
立
し

「
地
産
地
消
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
必
要
な
の
は
「
ブ
ラ
ン
ド
化
」で
す
。

「
東
近
江
市
の
こ
れ
が
お
い
し
い
」
と
い
う

も
の
を
多
く
つ
く
り
、
一
つ
の
歯
車
に
し
て

い
き
た
い
。

「
山
は
湖
の
恋
人
」
―
木
地
師
文
化

小
椋
市
長
：
東
近
江
市
に
は
市
域
の
56
％
を
占
め

る
森
林
で
育
ま
れ
て
き
た
「
木
地
師
文
化
」

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
山
は
長
年

「
放
置
さ
れ
て
い
た
」
こ
と
か
ら
、
い
ろ
ん

な
と
こ
ろ
で
山
崩
れ
や
災
害
が
起
き
て
い
ま

す
。
山
を
良
好
に
管
理
す
る
こ
と
で
琵
琶
湖

の
保
全
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
鈴
鹿
の
山
を

源
流
と
す
る
愛
知
川
に
は
琵
琶
湖
の
鮎
が
遡

上
し
て
、
昔
は
大
き
な
鮎
も
捕
れ
ま
し
た
。

ろ
く
ろ
を
使
っ
て
木
製
の
お
盆
や
お
椀
を
作

る
「
木
地
師
」
は
、
昨
年
「
木
地
師
文
化
発

祥
の
地　

東
近
江
市
小
椋
谷
」
と
し
て
県
内

で
は
初
め
て
日
本
森
林
学
会
か
ら
「
林
業
遺

産
」
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。「
文
化
」
と
し

て
認
定
さ
れ
た
の
は
全
国
で
初
め
て
の
こ
と

で
す
。

ま
た
、
日
本
遺
産
「
琵
琶
湖
と
そ
の
水
辺
景

観
〜
祈
り
と
暮
ら
し
の
水
遺
産
〜
」
の
構
成

要
素
と
し
て
「
伊
庭
の
水
辺
景
観
」、「
五
個

荘
金
堂
」、「
永
源
寺
と
奥
永
源
寺
の
山
村
風

景
」
が
認
定
さ
れ
、
森
・
里
・
川
・
湖
の
つ

な
が
り
の
中
に
観
光
資
源
と
な
る
素
材
が
多

数
あ
り
ま
す
。
平
安
時
代
に
文
徳
天
皇
の
第

一
皇
子
惟こ
れ

喬た
か

親
王
（
８
４
４
―
８
９
８
年
）

が
政
争
を
逃
れ
て
近
江
国
小
椋
谷
で
隠
棲
さ

れ
、木
地
師
文
化
が
誕
生
し
ま
し
た
。
私
も
、

木
地
師
文
化
の
発
祥
の
地
「
小
椋
谷
」
に
生

ま
れ
、
先
代
か
ら
数
え
て
58
代
目
に
な
り
ま

す
。

２
０
２
２
年
は聖徳

太
子
没
後
１
４
０
０
年
忌

小
椋
市
長
：
東
近
江
地
域
に
は
聖
徳
太
子
に
関
す

る
縁
起
・
伝
承
が
多
く
伝
え
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
数
は
お
そ
ら
く
全
国
一
で
す
。
百
余
り

の
聖
徳
太
子
ゆ
か
り
の
神
社
仏
閣
が
あ
り
、

私
の
母
校
は
「
聖
徳
中
学
校
」
で
す
し
「
聖

徳
ま
つ
り
」と
い
う
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。

「
瓦
屋
禅
寺
」「
太
郎
坊
宮
」「
石
馬
寺
」「
石

塔
寺
」「
百
済
寺
」
な
ど
の
古
寺
を
は
じ
め

聖
徳
太
子
が
地
面
に
さ
し
た
箸
が
育
っ
た
と

言
わ
れ
る
「
天
然
記
念
物
ハ
ナ
ノ
キ
」
な
ど

多
く
の
縁
起
・
伝
承
が
残
っ
て
い
ま
す
。

蔭
山
副
会
長
：
こ
れ
ら
の
名
所
旧
跡
を
ど
う
活
用

し
て
い
く
の
で
す
か
。

小
椋
市
長
：
あ
ま
り
に
も
多
す
ぎ
て
、
地
元
の
人

が
そ
の
素
晴
ら
し
さ
に
気
づ
い
て
い
ま
せ

ん
。
百
済
寺
の
観
音
立
像
は
、
信
長
の
焼
き

討
ち
の
時
に
隠
す
た
め
に
引
き
ず
っ
た
際
に

つ
い
た
と
さ
れ
る
傷
が
あ
り
ま
す
が
、
国
指

定
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
蒲
生
地

区
に
は
山
部
神
社
・
赤
人
寺
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
山
部
赤
人
が
最
期
を
過
ご
し
た
と
さ

れ
て
お
り
、
今
後
は
国
の
指
定
な
り
、
県
の

指
定
に
し
て
い
き
た
い
。
太
郎
坊
宮
に
は
、

重
要
文
化
財
は
何
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
令
和
元
年
に
15
棟
が
国
の
登
録
有
形
文

化
財
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
輝
か

せ
る
の
は
行
政
の
責
務
で
す
。
百
済
寺
や
瓦

惟
これ

喬
たか

親王（844年―898年）
親王は法華経の巻物の紐を引くと、巻物の軸が回転すること
からヒントを得て、轆

ろ く ろ

轤（図参照）を考案発明したと伝えら
れています。轆轤を使い、木材を原料とし、椀、盆、こけし、
こまなど回転対称軸を持つ物を作る人を「木地師」と言うよ
うになりました。木地師は惟喬親王の家来、太政大臣藤原
（小椋）秀実の子孫と称し、この地から多くの木地師が日本
全国に文化や技術をひろめていきました。木地師資料館（東
近江市蛭谷町176、050-5802-3313）
（図―全国に広がる木地師文化、参照）。
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石馬寺石塔寺

聖徳太子（574-622年）
　574年2月7日、第31代用明天皇と穴穂部間人皇
后の間に生まれる。19歳の時、推古天皇の摂政と
して天皇中心の国造りを目指す。冠位十二階制定
（593年）、十七条憲法制定(604年)（第一条：和を
もって尊しとなす）、小野妹子ら遣隋使派遣（607
年）、仏教の普及に努める。法隆寺や四天王寺建立。

太郎坊宮（阿賀神社）
　創建は推古天皇の時代、西暦600年頃に箕作山の一峰である赤神山に、聖徳太子が国家安泰と万民の幸福を
祈願し、天照大神の第一皇子神（不撓不屈、勝利、福寿の神様）を祀るため創建。「勝運授福」のパワースポッ
トです。アイドルグループ「ももいろクローバーZ」も参詣しています。地元ばかりでなく広く参拝者の方から
「太郎坊さん」と呼ばれ親しまれています。
Tarobo Shrine was founded by Prince Shotoku for good luck and welfare as the power spot.
　赤神山に社を建立したことから、赤→阿賀神社。赤神山に住んでいた天狗の太郎坊（弟の次郎坊は京都・鞍
馬山に住む）が最澄に一宇を建立するよう告げ建立を手助け。東近江市小脇町2247（0748-23-1341）

石
いし

馬
ば

寺
じ

　推古2（594）年、聖徳太子が霊地を求めて馬を
進めていくと、繖

きぬがさやま

山の麓で馬が止まり、山上に霊
気を感じた太子が参拝して下山してくると、馬は
石になって池に沈んでいたことから、「石馬寺」と
名づけ、伽藍を建立された、と伝えられています。
白洲正子の名作「隠れ里」のなかで「生半可な庭
よりもいい」と絶賛する境内は、自然の岩肌の迫
力がみなぎっています。
東近江市五個荘石馬寺町823、0748-48-4823（石
馬寺はJR能登川駅からバス）

百
ひゃく

済
さい

寺
じ

　推古14（606）年、聖徳太子が渡来人のために
百
くだらのくに

済国の梵閣「龍雲寺」を模して建てられたとさ
れる湖東三山最古の寺院です。（「おうみの風」53
号P.48-51に詳述）東近江市百済寺町323、0749-
46-1036

石
いし

塔
どう

寺
じ

　聖徳太子の創建とされ、近江48箇寺（長命寺や
百済寺等）を建立され、48番目の満願が石塔寺と
言われています。境内の石造三重塔（別名阿

あしょかおう

育王）
は、奈良時代前期の作とされる重要文化財。石造
層塔では日本最古、石造三重塔（7.6ｍ）では日本
最大です。東近江市石塔町860、0748-55-0213（近
江鉄道桜川駅から約2㎞）

　康安元（1361）年近江守護佐々木氏頼（六角氏
頼）が寂室元光に帰依し創建される。氏頼の子六
角満高が跡取りに恵まれず、永源寺の観音様に祈
願し世継ぎを授かったことから「世継観世音」と
呼ばれ、今も「観音さんにお参りしたら、子や孫
にめぐまれた」とお礼参りが絶えません。室町時
代には度々戦火を受け衰退後、江戸時代に入り、
寛永20（1643）年、後水尾天皇や東福門院、彦
根藩の庇護を受け、伽藍を再興。明治6（1873）年、
明治政府により、臨済宗東福寺派に属し、明治13
（1880）年臨済宗永源寺派として独立。現在百有
余の末寺を有する本山。寺内には彦根藩四代藩主
井伊直興の墓所（国史跡）があります。東近江市
永源寺高野町41、0748-27-0016

永源寺
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万葉の森船岡山にある「蒲生野遊猟の図」レリーフ

屋
禅
寺
、
永
源
寺
の
本
堂
な
ど
今
ま
で
行
政

が
磨
き
を
か
け
る
こ
と
を
し
て
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
我
が
家
に
も
、
個
人
所
有
の
「
大
岩

助
左
衛
門
日
記
」
が
あ
り
、
滋
賀
県
の
有
形

民
俗
文
化
財
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、当
時
は
、

国
の
文
化
財
に
す
る
よ
う
な
働
き
か
け
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

昨
年
の
7
月
に
全
国
市
長
会
の
企
画
で
「
万

葉
集
を
礎
に
し
た
地
域
づ
く
り 

古
い
に
し
え

の
文
化

遺
産
を
後
世
に
つ
な
ぐ
」
と
題
し
て
奈
良
県

の
奈
良
市
長
、
富
山
県
の
高
岡
市
長
、
宮
城

県
の
多
賀
城
市
長
、
そ
し
て
私
、
東
近
江
市

長
の
4
人
が
対
談
を
行
い
ま
し
た
。
高
岡
市

と
多
賀
城
市
は
大
伴
家
持
が
国
司
と
し
て
過

ご
し
て
い
ま
す
。
歌
は
万
葉
集
に
も
載
っ
て

い
ま
す
。高
岡
は
万
葉
歴
史
館
が
あ
り
ま
す
。

東
近
江
市
で
は
万
葉
の
歌
会
を
や
っ
て
い
ま

す
。
観
光
の
素
材
と
し
て
の
着
眼
点
が
な
か

っ
た
と
言
え
ま
す
。
今
後
は
、
観
光
戦
略
と

し
て
「
東
近
江
市
」
を
売
り
出
し
て
い
か
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。
市
内
に
は
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ

る
史
跡
や
伝
説
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
昨

年
、
長
命
寺
、
観
音
正
寺
、
瓦
屋
禅
寺
、
太

郎
坊
宮
の
住
職
、
宮
司
が
私
の
と
こ
ろ
に
来

ら
れ
、
２
０
２
２
年
の
聖
徳
太
子
１
４
０
０

年
御
遠
忌
に
向
け
て
寺
社
が
自
治
体
と
連
携

し
て
取
組
を
進
め
た
い
と
御
提
案
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
現
在
は
、
近
隣
の
近
江
八
幡
市

や
日
野
町
、
竜
王
町
と
も
連
携
し
県
全
体
の

取
組
へ
と
展
開
し
て
全
国
に
発
信
で
き
る
イ

ベ
ン
ト
を
目
指
し
「
聖
徳
太
子
１
４
０
０
年

悠
久
の
近
江
魅
力
再
発
見
委
員
会
」
を
今
年

10
月
に
発
足
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

小
椋
市
長
：
万
葉
集
の
「
額
田
王
と
大
海
人
皇

子
」
の
相
聞
歌
の
舞
台
と
な
っ
た
蒲
生
野
。

こ
れ
を
も
っ
と
磨
き
上
げ
て
い
こ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。

蔭
山
副
会
長
：
小
椋
市
長
の
故
郷
で
あ
り
ま
す
永

源
寺
に
つ
い
て
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

小
椋
市
長
：
永
源
寺
は
滋
賀
県
随
一
の
モ
ミ
ジ
の

名
所
で
す
。

蔭
山
副
会
長
：
近
く
に
は
、
お
茶
の
産
地
が
あ
り

ま
す
ね
。

小
椋
市
長
：「
政ま
ん

所ど
こ
ろ」
で
す
。

蔭
山
副
会
長
：
東
近
江
市
は
「
売
り
手
よ
し
、
買

い
手
よ
し
、
世
間
よ
し
」
で
有
名
な
近
江
商

人
発
祥
の
地
で
も
あ
り
ま
す
ね
。

小
椋
市
長
：
市
内
の
「
五
個
荘
」
は
「
近
江
商
人

発
祥
の
地
」
と
し
て
売
り
出
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
地
域
を
近
江
鉄
道
と
連
携
し
て
、

観
光
と
し
て
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
近
江
商
人
屋
敷
の
一
つ
、
外
村
宇

兵
衛
邸
を
改
修
し
て
、
宿
泊
施
設
に
し
よ
う

と
計
画
し
て
い
ま
す
。
五
個
荘
金
堂
エ
リ
ア

に
は
立
派
な
邸
宅
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
ま

す
。

蔭
山
副
会
長
：
今
後
の
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
ど
の

よ
う
に
進
め
ら
れ
ま
す
か
。

小
椋
市
長
：
２
０
１
９
年
12
月
に
国
は
第
2
期

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

を
策
定
し
ま
し
た
。
地
方
創
生
の
狙
い
は

「
頑
張
る
地
域
」
を
応
援
し
「
地
域
の
総
合

力
」
を
最
大
限
発
揮
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
東

近
江
市
は
た
い
へ
ん
恵
ま
れ
た
地
域
で
、
鈴

鹿
山
脈
や
琵
琶
湖
等
の
自
然
資
本
、
近
江
商

人
の
発
祥
地
で
あ
り
多
様
な
産
業
を
作
り
上

げ
て
き
た
企
業
家
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
を
担
っ
て
き
た
人
材
な
ど
の
人
的
資
本
、

昔
か
ら
蓄
積
し
て
き
た
地
域
の
歴
史
、
文
化

と
い
う
社
会
関
係
資
本
な
ど
こ
れ
ら
の
資
源

を
磨
き
上
げ
、
地
域
の
経
済
の
活
性
化
に
つ

な
げ
、
人
材
を
育
成
し
、
市
民
が
う
る
お
い

あ
る
豊
か
な
生
活
を
安
心
し
て
営
む
こ
と
が

で
き
る
地
域
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

　鈴鹿山脈の谷合の集落。
政所町で生産される政所
茶の歴史は古く、永源寺5
世の越渓秀格禅師（1340-
1413）が茶の植栽を始めら
れ、応仁の乱後、京都の学
僧により政所茶が広まった
と言われています。（政所
茶はシリーズ「近江の茶」
の項参照）

政
まん

所
どころ

　蒲生野で額田王と大海人皇子との間の相聞歌が詠まれ
たことを記念し設置された「万葉の森・船岡山」が近江
鉄道「市辺駅」の近くにあります。蒲生野への遊猟のお
り（668年）に詠まれた相聞歌（万葉集収録）のレリー
フがあります。

「茜
あかね

さす紫野行き標
し め の

野行き　野
の も り

守は見ずや君が袖ふる」
額田王（大海人皇子の元妻）

「紫草のにほへる妹
いも

を憎くあらば人妻故に我恋ひめやも」
大海人皇子（第40代天武天皇）

蒲
がも

生
う

野
の
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五個荘の街並み

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
一

次
産
業
の
農
業
、
林
業
、
水
産
業
、
畜
産
業

で
地
域
経
済
の
振
興
を
図
り
ま
す
。
特
に
、

東
近
江
市
は
近
畿
随
一
の
大
穀
倉
地
帯
で
も

あ
り
ま
す
の
で
、
市
民
が
自
信
を
持
て
る
内

発
的
な
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
し
て
い
く
こ
と

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

蔭
山
副
会
長
：「
湖
東
三
山
自
然
文
化
連
携
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
が
作
ら
れ
、
外
か
ら
見
た
湖
東

三
山
の
調
査
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
椋
市
長
：
鈴
鹿
山
脈
の
動
植
物
を
見
る
と
、
南

方
系
の
北
限
、
北
方
系
の
南
限
で
、
食
物
連

鎖
の
一
番
の
頂
点
に
い
る
イ
ヌ
ワ
シ
の
生
息

地
で
す
。
平
成
27
年
に
は
、
市
制
10
周
年
を

記
念
し
鈴
鹿
の
山
々
の
中
で
、
東
近
江
市
に

位
置
す
る
魅
力
あ
る
山
を
「
鈴
鹿
10
座
」
と

し
て
認
定
し
、
輝
か
せ
て
い
こ
う
と
し
て
い

ま
す
。

（
注
） 

鈴
鹿
10
座
…
御
池
岳
（
１
２
４
７
ｍ
）、

藤
原
岳
（
１
１
４
０
ｍ
）、
竜
ヶ
岳

（
１
０
９
９
ｍ
）、釈
迦
ケ
岳
（
１
０
９
１

ｍ
）、
御
在
所
岳
（
１
２
０
９
ｍ
）、

雨
乞
岳
（
１
２
３
７
ｍ
）、
イ
ブ
ネ

（
１
１
６
０
ｍ
）、銚
子
ヶ
口
（
１
０
７
６

ｍ
）、
日
本
コ
バ
（
９
３
４
ｍ
）、
天
狗

堂
（
９
８
８
ｍ
）

蔭
山
副
会
長
：
そ
れ
で
は
物
産
振
興
に
つ
い
て
お

尋
ね
し
ま
す
。具
体
的
に
ど
う
進
め
ま
す
か
。

小
椋
市
長
：
地
元
物
産
品
の
振
興
と
し
て
、
市
内

に
あ
る
道
の
駅
の
「
あ
い
と
う
マ
ー
ガ
レ
ッ

ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
や
「
奥
永
源
寺
渓
流
の

里
」
を
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

蔭
山
副
会
長
：
こ
の
ほ
か
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
を

活
用
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
が
。

小
椋
市
長
：
２
０
１
８
年
度
は
、
約
4
億
円
の
御

寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
返
礼
品
で
は
、

近
江
牛
を
は
じ
め
様
々
な
特
産
品
を
選
ん
で

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

蔭
山
副
会
長
：
コ
ロ
ナ
後
の
世
界
を
ど
う
描
か
れ

ま
す
か
。 

小
椋
市
長
：
東
京
一
極
集
中
の
国
家
と
し
て
脆
弱

さ
や
格
差
社
会
が
露
呈
し
た
こ
と
。
貨
幣
社

会
、経
済
優
先
の
価
値
観
は
変
わ
る
だ
ろ
う
。

住
み
良
さ
、
環
境
の
良
さ
、
多
様
性
が
あ
る

地
と
し
て
、
豊
か
な
人
生
を
送
る
た
め
の
要

素
を
東
近
江
市
は
す
べ
て
を
持
ち
合
わ
せ
て

お
り
、
全
国
で
移
住
を
考
え
て
い
る
方
は
ぜ

ひ
、
東
近
江
市
に
来
て
い
た
だ
き
た
い
。

小
椋
市
長
：
東
近
江
市
は
「
発
祥
の
地
」
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。（
１
）
近
江
商
人
発
祥
の

地
―
五
個
荘
、（
２
）
木
地
師
発
祥
の
地
―

永
源
寺
小
椋
谷
、（
３
）
ガ
リ
版
発
祥
の
地

―
蒲
生
出
身
の
堀
井
新
治
郎
氏
が
発
明
し
た

ガ
リ
版
伝
承
館
も
あ
り
ま
す
。（
４
）
江
州

音
頭
発
祥
の
地
―
八
日
市
（
５
）
飛
び
出
し

坊
や
発
祥
の
地
―
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
て
い

　金堂地区の歴史は古く、7世紀後半の金堂廃寺跡が
発掘されるなど古代神崎郡の中心地のひとつでした。
中世には「山前五箇荘」という皇室領・日吉神社領
などの荘園が広がり、近くには近江国守護・佐々木
六角氏の居城・観音寺城が築かれました。江戸中期
から明治・大正・昭和前期にかけて多くの近江商人
が活躍し、集落の中心部に大規模な屋敷（本宅）が
立ち並び今も往時の姿を留めています。
　現在、呉服類の販売で財をなした外村家や戦前に
約20もの百貨店を展開した中江家の本宅が近江商人
屋敷として一般公開されています。水田景観が広が

る中、舟板に白壁の蔵屋敷が残る優れた歴史的景観
を保存する町並みからは、立身出世しても質素倹約
を旨とし、「三方よし」の精神を受け継ぎ、ふるさとや
縁のある地域に貢献した近江商人の生活文化がしの
ばれます。平成19（2007）年「近江商人のふる里五個
荘」が「美しい日本の歴史的風土百選」（古都保存財団）
に選ばれました。
金堂まちなみ保存交流館050-5801-7101、東近江市
近江商人博物館0748-48-7101。JR能登川駅より近
江バス「八日市駅行き」金堂下車、近江鉄道五箇荘駅
より徒歩25分。

近江商人のふる里―五個荘金堂重要伝統的建造物群保存地区（日本遺産 平成27年認定）

道の駅「あいとうマーガレットステー
ション」＝重点「道の駅」の指定受ける。
〒527-0162 東近江市妹町184-1、八
日市インターから7分、4.5㎞、近江
鉄道八日市駅からちょこっとバス、
0749-46-1110。

道の駅「奥永源寺渓流の里」＝〒527-
0207 東近江市蓼畑町510、ちょこっ
とバス政所線、0748-29-0428。

東近江市の道の駅
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飛び出し坊や ちょこっとバス

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
東
近
江
は
経
済
分
野
、
農
業

分
野
、
歴
史
分
野
か
ら
色
々
と
奥
深
い
も
の

が
揃
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
行
政
が
し
っ

か
り
捉
え
て
、
磨
き
上
げ
て
い
こ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。

昭
和
38
年
に
名
神
高
速
道
路
が
開
通
し
、
村

田
製
作
所
が
進
出
し
て
か
ら
東
近
江
市
は
大

き
く
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
田
園

地
帯
あ
り
、
八
日
市
の
一
角
は
商
業
都
市
で

し
た
。

内
陸
部
の
公
共
交
通
は
近
江
鉄
道
し
か
な
い

の
で
、
内
陸
部
10
市
町
が
頑
張
ら
な
い
と
い

け
な
い
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
琵
琶
湖
線
は
遠
距
離

の
都
市
間
交
通
で
、
新
快
速
が
停
車
す
る
Ｊ

Ｒ
能
登
川
駅
は
東
近
江
市
の
副
次
都
市
拠
点

で
す
。ぜ
ひ
新
快
速
を
野
洲
止
ま
り
で
な
く
、

能
登
川
駅
ま
で
伸
ば
し
た
い
。
こ
こ
は
、
人

口
増
が
望
め
る
エ
リ
ア
で
す
。
大
阪
や
京
都

の
人
も
能
登
川
は
住
み
や
す
い
し
、
交
通
の

便
も
良
い
、
地
価
も
湖
南
エ
リ
ア
か
ら
比
べ

る
と
安
い
。

こ
の
地
に
生
ま
れ
て
死
ぬ
ま
で
一
生
暮
ら
せ

る
ま
ち
で
あ
り
、
自
己
完
結
能
力
の
あ
る
ま

ち
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
市
民
は
、
惣
村
自

治
の
精
神
が
根
付
い
て
お
り
共
助
の
意
識
が

強
く
、
こ
れ
は
伝
統
や
蓄
積
さ
れ
た
文
化
を

「
体
」
が
覚
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
ど
う
活
用
し
情
報
発
信
し
て
い
く

か
で
す
。
地
域
経
営
は
地
域
の
特
性
を
い
か

に
生
か
す
か
、
そ
れ
は
行
政
の
責
任
で
す
。

特
に
、
コ
ロ
ナ
後
は
「
地
域
の
人
々
、
地
域

の
行
政
が
し
っ
か
り
と
地
域
を
見
直
す
」
こ

と
で
5
年
先
、
10
年
先
を
見
据
え
て
、
現
在

の
施
策
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

蔭
山
副
会
長
：
今
後
も
小
椋
市
長
に
期
待
し
て
お

り
ま
す
。
長
い
時
間
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

小
椋
市
長
：
こ
ち
ら
こ
そ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

OＨMIRAILWAY is the essential property for activation of the east area of the Lake Biwa
OhmirailwaypassesthroughHikone,Ohmihachiman,Kouka,Higashiohmi,Hino,Aisyo,Toyosato,K-
oura and Taga.
This area、Yokaiti flourished as the market city and opened the market on the day of eight 
from the days of Prince Syotoku.Therefore this area is called “Eight City”(yokaichi)
This city includes the village of the “kijishi=tree master” using the potter’s wheel.
Prince Syotoku
The Seventeenth-Article Constitution （604年）“You　have to make harmony the most import-
ant thing and try not to fight” 
Eigebji Temple is a famous spot of  maple ,autumn leaves and is called as succession Kannon.
This city includes tea production areas-Mandokoro.
Omi Merchant’s philosophy ‒ Seller Good , Buyer Good, World Good -is famous.
Gokasyo in this city is also the birthplace of many Omi marchants.
We will promote the region through agriculture,livestock industry such as cattle,forestry,and 
fisheries industries.
It was the disparity society that was exposed in CORONA.In particular as the local economy 
has become more severe, regional management takes advantage of the 
charactertis of regions, leadership is important to make the best use of local resources.

　「ふるさと納税」制度は2008（平成20）年度から始まり、ここ数年で利用者が一気
に増え、地方自治体の貴重な財源になっています。総務省によると、2015年度は前年
度比4倍超の1,652億円に急増しました。寄附による所得税・個人住民税控除の上限額
が2倍に引き上げられたためです。その後も順調に伸び、2018年度は5,127億円、件
数2,322万件。利用者395万人。滋賀県内を見ますと、
　 ①近江八幡市（17億円）、②高島市（4.9億円）、③東近江市（4.0億円）、④草津市（2.9億
円）、⑤湖南市（1.6億円）、⑥豊郷町（1.3億円）、⑦彦根市（1.25億円）⑧竜王町（1.23億
円）以下省略　　　　　　　　　　　

（比較） 泉佐野市497億円、静岡県小山町250億円、和歌山県高野町196億円、宮崎県
都農町96億円他

ふるさと納税（2018年度全国5,127億円）
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